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「スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門」2023 年度部門長あいさつ 

部門長 中島 求（東京工業大学） 
 

 2023 年度【第 101 期】のスポーツ工学・ヒューマンダイナミ

クス部門長の東京工業大学の中島 求です．昨年度より部門長を

拝命し 2 年目となります．第 100 期同様，ご支援，ご指導のほ

ど，どうぞよろしくお願い申し上げます． 
 長かった新型コロナウイルスによるパンデミックも，ようや

く終焉が見えつつあるように思います．人類の知恵が試された

パンデミックでしたが，パンデミックによって，リモートなどに

置き換えられるもの，置き換えられない（もしくは置き換えるこ

とが非常に難しい）ものとが，改めて浮き彫りになったように思

います．当部門に即していえば，やはり部門講演会「シンポジウ

ム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス」です．パンデミッ

クのため，2020，2021 年度は完全オンライン開催を余儀なくさ

れましたが，2022 年度は，北翔大学の山本敬三先生の実行委員

長の元，SHD2022 として 3 年ぶりに現地開催が実現しました．

ただし 11 月 3 日(木)は完全オンライン，11 月 5 日(土)，6 日(日)

は北翔大学での現地開催という，「新 SHD 方式」とでも言うべ

き新たな形態での実施となりました．元々この方式を発案され

たのは実行委員長の山本先生で，実施形態を討議する打ち合わ

せの最中，11 月 4 日(金)を移動日に充てればよいという名案を

思い付かれ，そうか，その手があったかと私も膝を打ちました．

前回のニュースレターでのご挨拶でも述べましたが，この開催

方式は，部門収益確保の観点からは大学での講演会開催が望ま

しいが，大学では土日しか会場を

押さえられない，しかし SHD シン

ポジウムでは会期を三日間にした

い，という問題に対する一つの有

力な解決策かと思います．

SHD2022 では，オンラインの 11 月

3 日は，皆様オンライン会議にすっ

かり慣れたこともあってか，大変

スムーズに終了しました．そして

北翔大学での現地開催では，北翔大学の現地実行委員の先生方

およびアルバイトの学生さん達の献身的なご努力により，3 年ぶ

りにリアルな対面コミュニケーションが実現しました．久しぶ

りの現地開催に参加すると，改めてリモートではないリアルで

のコミュニケーションの良さ，大切さを痛感しました．ご参加さ

れた方々におかれましても，やはり対面に勝るものはないな，そ

う実感された方も多かったのではないかと思います．改めて私

からも山本先生を始め開催にご尽力いただいた皆様に感謝申し

上げます． 
SHD2022 において，特に私自身の印象に残っていることを一

つご紹介したいと思います．11 月 3 日のオンラインの際，私は

あるご発表に対して，発表者の方にコメントのような発言をい

たしました．その際に画面上では，その方のお顔は小さくしか
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映っておらず（Zoom の共有画面でのあの状態です），カメラの

映りもそれほどよくなかったこともあって，その方の表情が読

み取れず，私のコメントに対して気を悪くしているような，少な

くとも快くは思っていないような，そんな印象を受けました．余

計なことを言ってしまったかな，などと少し後悔する気持ちに

もなっていました．しかし現地での休憩時間かアフターセッ

ションディスカッションかの際に，その方の方から私にお声が

けくださいました．そしてあのときのコメントがありがたかっ

たこと，今後ともよろしくお願いしますなどと，（マスク越しな

がら）にこやかに話してくださいました．その際に，私自身は

Zoom の画面での印象との違いに内心非常に驚きました．そして，

いくら顔が映っていても，画面からではわからないことがやは

り多くあるのだ，ということを改めて痛感した次第です． 

 さて次回のシンポジウム SHD2023 も，名城大学の大島成通先

生の実行委員長の元，この新 SHD 方式での開催を検討している

ところです．SHD2022 でのこの形式の成功に気を良くし，さら

に現地での発表を中継・配信して，（聴講のみの場合での）完全

リモート参加も可能にすることも検討しております．まだまだ

新たな挑戦は続きますが，挑戦には何より皆様のご協力が必要

となります．どうか今後もお力添えをいただきますよう，お願い

申し上げます． 

 また，2023 年度より，いよいよ学会の部門評価が本格的に始

まります．2023, 2024, 2025 年度の 3 年間の評価期間における部

門のパフォーマンスが問われることになります．評価項目につ

いては，紆余曲折がありましたが，最終的に，定量的に評価され

るのは部門の事業収支のみとなりました．当部門は新規の小部

門である S2 部門となりますが，大規模・中規模のML 部門で問

われる「講演会有料参加者数」は問われなくなりました．また会

員の新規獲得者数についても定量評価としては問われなくなり

ました．しかし自由記述形式の「重点活動項目」において，「新

入会員の獲得，活動規模の拡大」については述べなければならず，

当部門にとっては，新しくこのコミュニティに入っていただく

方を増やすことが急務であることに変わりはありません．この

点においても皆様のご協力が必要不可欠となります．重ね重ね，

皆様のお力添えを今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます． 

 
【トピック 1】「幼児からパラリンピアンまで幅広く愛用されるシットスキー札幌モデルの開発を目指して」  

障がい者スポーツ研究会 塩野谷  明（長岡技術科学大学） 
 
1. はじめに 

障がい者スポーツ研究会は，2019 年 12 月に始まる新型コロナウ

イルス感染症（COVID-19）の世界的流行のため，実質の活動が

停止した状態で 2 年あまりが過ぎ，現在に至っています．しかし

今年度は，これからの活動を考えていく上で重要な年と位置付

け，会を主宰させて頂いている私自身の足場固めの基盤研究を

昨年度から開始しましたので，研究会活動の代替として紹介さ

せて頂きます．課題は表題のとおり，幼児からパラリンピアンま

で幅広く愛用されるシットスキー札幌モデルの開発です． 

図 1 金属材料製シットスキーとシットスキー大会の様子 

シットスキーは，クロスカントリースキー（以下，CX スキー）

に，座席（シート）部に相当する骨格フレーム（以下，フレーム）

を取り付けた構造を有しています（図 1 ならびに後述図 3参照）．

その求められる要素としては①軽量，②高い操作性（直進走行性

と旋回性）が挙げられます．現在，シットスキー・フレームはカー

ボンファイバー強化プラスチック（CFRP）製（図 2参照），ア

ルミニウム（Al）合金製（図 1参照）が主流ですが，CFRP は非

常に高価であることから広く一般で使用するには適しません．

またAl はヤング率が高く直進性に（おそらく）優れますが，フ

レームの剛性が高くなり，変形が小さいことから旋回性に難が

あります．本研究会では，東京パラリンピック大会の車いすバト

ミントン，車いすテニスでメダル獲得に貢献した Mg 合金を用

い，軽量かつ高い操作性を有するシットスキーの基盤構築を

行っていこうと考えています．一般的に Mg 合金は Al 合金に比

較して密度，ヤング率が小さく，Al 合金の密度 2.7g/cm3，ヤング

率 70GPa であるのに対し，Mg 合金のそれは 1.8g/cm3，45GPa で
す．シットスキーの開発では東京大会で主に用いたAz61，Az91

ではなく，Al の添加率 3%のMg 合金Az31 を主に用い，構造解

析データに基づき，現存のAl 合金製シットスキー・フレームと

図 2 CFRP製シットスキー 



Sports Engineering & Human Dynamics Newsletter No.8 (Jun. 2023) 

3 

同強度で,軽量かつ高操作性の Mg 合金製シットスキー・フレー

ムの開発と CX スキーを装着したシットスキー全体の（評価を

含めた）開発を目指していきたいと思います．本稿では，昨年度

実施した，開発しようとするシットスキー・フレームのコンセプ

トデザインとシットスキーの評価方法について紹介します． 

2. シットスキー・フレームのコンセプトデザイン 
 開発しようとするシットスキーへの要求項目は，Al 合金製

シットスキーに比較しての 
➀軽量化 

②高い操作性（直進走行性，旋回性） 
になります．以下にシットスキーを構成する部材（パイプ材また

はモナカ材）およびの構造体としてのシットスキーの構造解析

に用いた変数を示します． 

 Mg 合金がAZ31相当の 
   ・ヤング率=4.5e10Pa 

   ・ポアソン比=0.35 
   ・密度=1780kg/m3 

   ・引張強度=280MPa 
Al 合金がA5052H34相当の 

   ・ヤング率=7.0e10Pa 
   ・ポアソン比=0.33 

   ・密度=2680kg/m3 
   ・引張強度=260MPa 

 また，解析は部材解析が溶接近部に 3軸方向 25kgF の荷重（部

材片側は拘束なし），構造体解析はシート部に 3G（体重の 3倍

の荷重）荷重を条件としました．表 1 にその結果をまとめます． 
 

表 1 部材および構造体解析結果． 

合 金 部材厚 

（mm） 

変 形 量

（mm） 

最大応力 

（MPa） 

軽量化率 

（％） 

Al 合金 1.5 2.33 
0.32 

69.00 
51.89 

基準値 

Mg 合金 1.5 2.88 
0.46 

64.70 
52.28 

32.90 

変形量，最大応力とも上段は部材，下段は構造体の解析結果． 
 

 以上の結果より，シットスキーをA5052H34相当のAl 合金か

ら AZ31 相当の Mg 合金に置換することで，同強度で 30%以上

の軽量化と高い直進操作性と旋回性を獲得できる可能性が示唆

されています．なお，高い直進性の獲得については別の機会に詳

細を述べたいと思います． 
3. シットスキー走行性の評価方法 

 昨年度は，基準となるシットスキーとしてAl 合金製シットス

キーの製作を行いました．図 3 に，シットスキー（シート部）を

示します．今後はこのシットスキーを基準に，Mg 合金への置換

作業を行っていく予定です． 

 こういった作業とともに，シットスキーの評価（用具はヒトが

使うという視点に立ったマン‐マシン系としての評価）は非常

に重要となります．本研究では，新しい評価方法として機械学習

を用いた生体情報の同定を目指すこととします．生体情報とし

ては，呼吸循環系機能の指標である酸素摂取量（消費量）に着目

します． 
 酸素摂取量の同定の手始めとして，車いすエルゴメータを想

定したローラー台上での車いす走行（駆動）運動を行い，酸素摂

取量の実測値計測と推定するためにパラメータ計測を行いまし

た（図 4）．測定したパラメータは 
➀酸素摂取量（X：目的変数） 

②心拍数（Y1：説明変数 1） 
③呼吸数（Y2：説明変数 2） 

④両手首の加速度・角速度（Y3：説明変数３） 
⑤両車輪の角速度（走行速度）（Y4：説明変数４） 

で，説明変数は全 16 となります． 

 

図 3 Al 合金製シットスキー 

図 4 ローラー上での酸素摂取量と説明変数データの

図 5 特徴量選択から酸素摂取量推定までの流れ 



Sports Engineering & Human Dynamics Newsletter No.8 (2023) 
 

4 

 酸素摂取量推定までの流れを図 5 に示します．測定したパラ

メータデータのサンプリング周波数を up ならびに downサンプ

リングによって平滑・正規化し，次に RFE（ランダムフォレス

ト）による特徴量選択（酸素摂取量を推定する上で重要なパラ

メータ 8 つを選択）を行いました．最後に，全 16 のパラメータ

と特徴量選択した 8つのパラメータから，LSTM（Long Short Term 
Memory）を用いて酸素摂取量の推定を行いました（図 5参照）． 

 推定結果の一例を図 6 に示します．実測値（measurements）と

推定値（prediction）がほぼ一致していることが伺えます．また，

特徴量選択を行った推定の方が適合度が高いことも見て取れま

す（平均絶対誤差，決定係数での検証でも実証済）． 

 今回の一連の推定では，ローラー台上の車いす駆動で行いま

したが，説明変数として④両手首の加速度・角速度（XYZ軸）

を用いています．車いす駆動の場合，肩肘の伸展動作となります

が，シットスキーの場合，屈曲動作となります．進展，屈曲の違

いはありますが，手首の運動学的パラメータを用いることが酸

素摂取量推定に有効となる結果を得ています．  

4. まとめ 
 幼児からパラリンピアンまで幅広く愛用されるシットスキー

札幌モデルの開発と題して，開発しようとするシットスキーの 

➀軽量化，②高い操作性（直進走行性，旋回性）の獲得について

示すことで，今後の障がい者スポーツ研究会の研究の方向性（こ

れがすべてではありませんが）について紹介しました． 
最終的には，同じ運動強度条件で，Al 合金製シットスキー使用

時の酸素摂取量より，Mg 合金製シットスキー使用時のそれが有

意に低い数値となるように最適化を行っていきたいと思います．

また，その過程の中で，今回紹介した結果は例えばシットスキー

用の新しいコンセプトのエルゴメータ（トレッドミル）開発にも

繋がっていくものと期待しています． 
本稿が公表されて数か月後，本研究会には運命的な札幌オリン

ピック・パラリンピック開催の是非が下る予定です．今は静かに，

そのときを待ちたいと思います． 

追記 
 本研究会活動ならびに高専・大学連携委員会活動の成果の一

部として，SHD 部門運営委員の苫小牧工業高等専門学校（本稿

執筆時長岡技術科学大学出向中）大橋先生と塩野谷が代表とし

て，令和 4 年度障害者の生涯学習支援活動の文部科学大臣表彰

を受賞しました．紙面をお借りしてご報告させて頂きます． 

 

【トピック 2】「平行棒スイングにおける抜重動作の解析」 
体操競技のダイナミクス解析および指導方法に関する研究会 

 西脇 一宇（立命館大学名誉教授，洛翔体操会） 
 
平行棒演技において，腕立て支持振動は後に続く種々の演技の

巧拙を左右する基本動作である．図１に倒立姿勢から前方に振

り下ろす過程を示す．倒立静止状態，P1，から肩を後ろへ引いて

重心が手から後方へ外れた姿勢，P2 および P3，に至り，次いで

肩を前方へ押し出しつつ，P4，正面支持姿勢，P5，を経て前上方

に振り上げた姿勢，P6 および P7，に至る．この一連の動作で重

要視されるのは，倒立からの振り下ろしにおいて，スイング（振

動）の速度を高めることと言われている．本研究会では，  

 

P1    P2    P3     P4       P5       P6       P7 

Fig. 1 Performance of swing motion on parallel bars 
 

 
 

図 6 推定結果一例 
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力学モデルによる理論解析を行い種々の条件について滑らかで

速いスイングについて研究を行った（山崎・ほか，2018）．さら

に，実験解析を行うために，４人の被験者に演技してもらい，光

学式モーションキャプチャシステムを用いて各選手の首，肩，腰，

踝および平行棒に反射マーカを取り付け計測し解析した（名和・

ほか，2022）．ここではこれらの研究結果を統合して要点を解説

する． 

 図２に実験解析結果より，４人の被験者の内，演技に明瞭な違

いがわかる２名，A選手およびB選手，を取り上げ，重心とバー

の垂直方向変位の時間経過を示す．倒立から前振りした後，後ろ

振りで再度倒立に戻る腕立て支持スイング動作を３回連続して

実施するという動作を２セット行った．両選手について，バーの

変位は，赤線の時刻Ma（A選手）あるいは Mb（B選手）から

上昇を始め，緑線の時刻Na あるいは Nb まで上昇し，それ以降

は，青線 La あるいは Lb に至るまで下降している．重心が最下

端に来た時をそれぞれの選手について時間軸の原点とした．赤

線Ma あるいは Mb から緑線 Na あるいは Nb に至る区間を区間

Sa あるいは Sb，また，緑線Na あるいはNb から青線 La あるい

は Lb に至る区間を区間 Fa あるいは Fb とする．区間 Sa および

Sb は，“抜重”と呼ばれる動作の期間で，バーの上で行われる

運動に伴って，バーを下に押す荷重が減少する効果を生じ始め

ている区間である．区間 Fa あるいは Fb では，抜重が徐々にそ

の効果を失うと共に下方への荷重が増加して下方変位は最大に

至る．A選手と B選手の顕著な違いは，前者のバーの変位が負

の値から増加しても 0 を越えることは無い（手は常にバーを押

し下げている）のに対して，後者は負の値から増加して 0 を越え

る時期，すなわち手がバーを引っ張り上げる時期がある．  

図３に 重心加速度の測定結果を示す．A選手の重心落下加速度

は重力加速度 9.8 [m/s2]を超えることは無いが，B 選手のそれは

重力加速度を少し超える時期のあることがわかる．言い換えれ

ば，前者では抜重期間で重心が自由落下加速度に近づいてもそ

れより落下加速度は大きくならないのに対して，後者では手を

通じて身体を引っ張り下げることにより自由落下加速度を超え
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ることを意味する．図２から抜重区間の時間を読み取れば，Sa の

時間が約 0.24秒，Sb の時間が約 0.14秒であって後者が抜重の時

間がかなり短い，すなわち抜重動作が早いことが自由落下加速

度を超える抜重を可能にしている． 

力学モデルによる理論解析結果から，抜重部分を含んだ計算結

果を図 4 に示す（時間は右方向へ進むが，身体の向きは図１と背

と腹が反対であることに注意）．同図の時間 t=0.23 [s]の姿勢は

抜重時期に見られる姿勢で，手首および肩にかかる力および肩

のトルクは他の時期に比べて極めて小さいことが認められる．  

力学モデルは上記の実験とは条件は異なるが，図 3 の A選手の

抜重時期（Sa）の肩およびバーの落下加速度（手にかかる力）が

B選手のそれら(Sb)よりかなり小さいことから，自由落下に近づ

いていると推定できるから，図４の状態は A選手に近いと考え

られる．力学モデル計算結果は，抜重の解析を目的にしたもので

はないが，A選手の挙動をほぼ表すから，自由落下加速度以上の

抜重を理論解析する基礎となり得る． 

 
文献 

(1) 山崎 大河，山脇 恭二，“平行棒におけるスイングのモデル

化と解析”[No.18-15] 日本機械学会 シンポジウム：スポー

ツ工学・ヒューマンダイナミクス 2018 講演論文集 
〔2018.11.21－11.23，京都〕，講演番号C-27. 

(2) 名和 基之，西脇 一宇，山脇 恭二，山崎 大河，廣瀬 圭，

近藤 亜希子，“平行棒スイングにおける棒のしなりと身体

動作の関連性に関する解析”，[No.22-31] 日本機械学会 シ
ンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 2022

講演論文集〔2022.11.3，オンライン， 11.5－11.6，北海道〕，
講演番号 U00083. 

 

 

【海外滞在記】「ISEA2022 に参加して」 
石塚 辰郎（慶應義塾大学大学院） 

 
私は，2022 年 6 月 6 日〜9 日に Purdue University で開催された

ISEA2022 に参加した．私にとって，コロナ禍になって以降初め

ての現地開催の学会参加であった（国内も含めて）．当時はアメ

リカへの出入国どちらもコロナの検査が義務付けられており，

無事に発表して帰ってこられるのかという不安が大きかった．

しかし，現地に到着し，空港を一旦後にするとマスク着用者をほ

とんど見かけず，世界的には徐々にコロナ以前の日常が戻って

きているのかもしれないと感じた． 

会場となった Purdue University のRoss-Ade Stadium（図１）は

同大学のアメリカンフットボールのホームグラウンドであり，

大学の施設とは思えないような大きさに衝撃を受けた． 
さて，私が ISEA のカンファレンスに参加するのは 3 回目で

あったが，発表は今回が初めてであった．私の発表は 2 日目の午

後であり，発表が終わるまでは少し緊張をしていた．拙い英語で

の発表ではあったが，発表後に発表内容についてコメントをく

れる参加者もいたため，少しは発表内容が伝わったのかなと

ホッとした．久しぶりの現地開催の学会への参加であったこと

もあり，スポーツ工学の最先端の発表を聞くことができる学会

期間は終始楽しい時間となった． 
開催期間中は，その日の発表が終了すると，夕方から夜にかけ

てイベントが開かれた．初日は，学生メンバーが集まり，交流を

深めるイベントであった．そこで，何人かのメンバーと自己紹介

をして，交流を深めた．2 日目は大学近くの公園でレクリエー

ションをしながら色々な雑談をした．私はサッカーや野球など

スポーツ観戦が趣味であり，ISEA に参加しているメンバーは何

かしらのスポーツに興味があるようで話題には事欠かなかった．

私は英語で流暢にコミュニケーションを取れるわけではないと

いう自覚があったので，この時ばかりは欧州サッカーリーグや

メジャーリーグベースボールに関する無駄に豊富な雑学を身に

つけていた自分に感謝した．3 日目には地元のローカルな野球

チームの試合観戦というイベントがあった（図２）．欧州各国か

らの参加者はあまり野球に馴染みがないためか，野球のルール

 

Fig. 4 Computed results of theoretical model 
F1: wrist force, F2: shoulder force, u2 : shoulder torque, t: time [s] 

 

図１ 会場となったスタジアム内のラウンジより撮影した 

Ross-Ade Stadium 
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についてあれこれと聞かれた．ローカルな試合ではあったが，マ

スコットがいたり，攻守交代の合間にイベントが開催されたり

と，地元の人たちの憩いの場になっているのだろうと感じた． 

4 日目のランチタイムにキャンパスツアーがあり，アメフト

チームの練習場やバスケットボールチームのアリーナなどを見

学した．日本であればトッププロクラブの施設だろうと思うよ

うな規模の施設であり，アメリカの大学スポーツの規模の大き

さに感銘を受けた． 
学会期間中の唯一の不安といえば，帰国に際して義務付けら

れているコロナの検査をクリアできるかということであった．

私は帰国日の朝にオヘア空港で PCR検査を受けたのだが，結果

を待っている１時間がとても長く感じた．無事帰国の途につけ

るとわかった時の安堵感はなかなか経験できないものであった

と感じている． 
今回の学会参加では，無事研究発表を行えたことはもちろん

のこと，多くの参加者と交流を深めることができてとても刺激

的な経験を蓄積できた．今回交流を深めた ISEA の仲間と再び会

うことができるように，2024 年に開催予定の ISEA のカンファ

レンスにも参加するべく研究活動に邁進していきたいと考えて

いる．

 
 

【開催報告】 JSME2022 年度年次大会（富山大学） 
酒井 忍（公立小松大学） 

2022 年 9 月 11 日（日）から 14 日（水）の 4 日間にわたり，

日本機械学会2022年度年次大会が開催されました．本大会は「シ

ンギュラリティがもたらす機械工学の未来」をキャッチフレー

ズとして開催され，大会テーマは「アフターコロナにおける機械

工学」，「DX による機械技術の革新」，「SDGsへの対応」で

ある．会場は富山大学五福キャンパスで，3 年ぶりの現地開催と

なりました．ただし，新型コロナウイルスの感染状況を鑑み，懇

親会および部門同好会は残念ながら中止になった． 

年次大会におけるスポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部

門の関連行事としては，特別行事企画として基調講演（1 件），

オーガナイズド・セッションは口頭発表が「スポーツ・生体計測

（6件）」，「感性・癒し工学（5件）」，「スポーツ流体・ス

ポーツ材料（5件）」，「スポーツ工学Ⅰ（4件）」，「スポー

ツ工学Ⅱ（4件）」，「ヒューマン・ダイナミクス（4件）」の

計 28件，ポスター発表は「スポーツ・生体計測（2件）」，「感

性・癒し工学（2件）」，「ヒューマン・ダイナミクス（2件）」

の計 6件が行われ，多くの研究発表が行われました． 
基調講演は，9 月 12 日に Room 5 で行われ「スポーツ工学よ

もやま話」と題し，工学院大学学長である伊藤 慎一郎先生にご

講演頂きました．先生の代表的な研究の一つ「スッポンから学ぶ

I字泳法」については，スッポンの二つの異なる遊泳動作から最

大推進力の I字泳法のヒントを得るとても興味深い内容でした．

一方，伊藤先生は，2009 年 10 月 1 日に発足した当部門の前身で

あるスポーツ・アンド・ヒューマン・ダイナミクス専門会議の設

立メンバーの一人で，また日本機械学会の 22番目の新部門とし

て 2015 年 4 月に発足した当スポーツ工学・ヒューマンダイナミ

クス部門（SHD 部門）の初代部門長として設立の背景や誕生の

苦労話しをされ，設立メンバーの先生方しか知らない秘話も交

えて，とても分かりやすく丁寧にお話して頂きました． 

口頭発表は，13 日に Room 28 と Room 30 の二部屋で行われ

た．Room 28 では，「スポーツ・生体計測（6件）」，「感性・

癒し工学（5 件）」，「スポーツ流体・スポーツ材料（5 件）」

の計16件の発表が行われ，慣性センサを用いた人の姿勢や運動，

用具・機器，生体情報，心理的側面の計測や分析等がなされ心身

のパフォーマンス向上を目指した研究発表がなされていた．ま

た，スポーツ流体・スポーツ材料では，球技用ボールの空力特性

や飛翔軌道，遊泳時の手指の圧力計測手法の発表がなされ，今後

の研究の発展と成果が期待される． 
Room 30 では，「スポーツ工学Ⅰ（4件）」，「スポーツ工学

Ⅱ（4件）」，「ヒューマン・ダイナミクス（4件）」の計 12件
の口頭発表が行われた．スポーツ工学では，e-board や造雪装置

の開発，新型カヤックの動的負荷制御，ダケカンバ硬式野球バッ

トの製作，ルアーの最適設計などのスポーツ用の用具や関連機

器に関する最新の研究成果の報告がなされた． 
ポスター発表は，14 日に「スポーツ・生体計測（2件）」，「感

性・癒し工学（2件）」，「ヒューマン・ダイナミクス（2件）」

の計 6 件が行われ，アスリートの競技不安とパフォーマンスの

関係，把持部の幾何形状と握り心地との関係分析，COVID-19環
境下のストレス対策支援，着座時の関節モーメント推定式など，

アスリートはもちろん人の心身のパフォーマンスに関する研究

を中心にいずれも興味深い内容の発表であった． 

本年度の年次大会は，3 年ぶりの現地開催となり，対面での講

演および質疑応答となり，非常に活発な議論が交わされた．コロ

ナ禍も 3 年目を迎え，現在の講演会は Zoom 等を用いたオンラ

図２ 3日目の夜に訪れた野球場 
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インの発表形式が一般的となり，発表者も聴講者も慣れてきま

したが，オンラインでは時間が限られ，発表後の質疑応答で深い

議論は難しく，何か物足りなさを感じていました． 

一方，現地開催の場合，講演会場までの移動に費用と時間を要

するものの，発表者は聴講者の顔を見ながら発表ができ，質疑応

答では質問者の声や顔の表情などから質問の意図や内容を確認

しつつ議論ができる．また，質疑応答時間がオーバーする場合は，

休憩時間等を利用して発表内容に関連する幅広い議論ができる

貴重な機会を与えてくれる対面の良さを再認識することができ

た． 
次年度の年次大会では，新型コロナウイルス感染症が収束し，

対面での発表はもちろん，懇親会や同好会等の交流も行えるこ

とを期待したいと思います． 

最後に，本行事にご協力頂いた講演者や座長の皆様方，また会

場にお越しいただいた皆様方に，心より感謝申し上げたく存じ

ます． 
 

【開催報告】「機械の日・機械週間」関連行事「踊る身体，踊るこころ：伝統舞踊と心身の関わりを知る」 
加藤 千恵子（東洋大学） 

 
2022 年 8 月 20 日に，「機械の日・機械週間」関連行事として，

「踊る身体，踊るこころ：伝統舞踊と心身の関わりを知る」が開

催されました．本行事では，中国舞踊と韓国舞踊という海外の伝

統舞踊に焦点を当て，専門家の先生方に舞踊の実演やご講演を

いただきました．各国の伝統舞踊は，異文化への理解をもたらす

芸術作品であるとともに，心身の健康を高めるセラピーとして

の活用も期待されるものです．伝統的な舞踊の鑑賞・体験を通じ

て，多様な身体動作が心身にもたらす効果や，踊りに込められた

各国の文化について学ぶことを，本行事の目的としました． 

今回は，中国舞踊の専門家として，一般社団法人中国舞踊愛好

者協会の江 易（ジャン イ）先生，楼 惟霞（ロウ ユイカ）先生，

平井 美麗先生，楊 楠（ヨウ ナン）先生，韓国舞踊の専門家と

して，金春江韓国伝統舞踊研究院の金 春江（キム チュンガン）

先生，伊波 富美代先生にお越しいただきました．先生方による

貴重なパフォーマンスやご講演のほか，参加者の方々に舞踊を

体験いただく機会もあり，中国・韓国の伝統舞踊を肌で感じる機

会になったかと思います． 

各国の舞踊は，それぞれの国や地域の文化・価値観等が反映さ

れており，異文化を感じさせる一方，日本の伝統舞踊や芸能との

共通点を感じさせるものでもあります．参加者の方々にとって

は，中国・韓国舞踊の鑑賞と体験を通じて，新鮮な感動を味わい

ながら，諸外国の文化にどこか親しみを感じる，そんな発見の機

会となったのではないでしょうか．国内外の伝統舞踊を広めて

いくことは，多様な文化を受け入れる機会の１つとして，多様性，

公平性，包括性（DEI: Diversity, Equity & Inclusion）の促進という

観点からみても，非常に重要な活動であるといえます． 
伝統舞踊の体験では，先生方の温かいご指導を受けながら，参

加者の方々が踊りを練習し，人前で披露することを楽しむ，そん

な場面も見受けられました．また，集団で１つの踊りを共有する

ことによって，会場全体が１つになるような一体感を味わうこ

ともできました．身体表現の一種であり，また，コミュニケー

ションの手段にもなり得る，舞踊の特徴が随所にあらわれた体

験であったと思います． 

伝統舞踊の動作計測・解析等，さらなる研究が進めば，様々な

心の動きをもたらす動作特徴が明らかになり，健康法やセラ

ピーとしての舞踊の活用にもつながると考えられます．しかし

ながら，舞踊を構成する要素は身体動作だけではなく，個性豊か

な衣装や小道具，音楽等，様々な要素が踊りと組み合わさって，

１つの芸術作品を作り出しています．動きに応じて姿を変える

衣装や扇子，音楽に連動した身体動作が心身に与える影響等に

ついても，未だ検討の余地があると感じさせられました．中国舞

講演       韓国舞踊のパフォーマンス 

中国舞踊の体験 
図 当日の様子 
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踊・韓国舞踊にふれる中で様々な「心身の関わり」を実感し，伝

統舞踊のもつ奥深さに，改めて直面した次第です． 
行事の終盤では，韓国舞踊の体験に中国舞踊の先生方が参加

され，中韓の伝統舞踊のコラボレーションが実現しました．本行

事が，参加者の皆様方にとって，これまで知らなかった他国の文

化にふれ，異文化理解・交流を深めていく一助となれば幸いです． 
鑑賞による心理的効果，踊りによる心身の健康増進，交流の促

進等，伝統舞踊がもたらす効果は様々です．子どもから高齢者ま

で，幅広い人々が取り組める健康法，セラピーとして実践してい

くことを目指して，さらなる研究推進が望まれます．あわせて，

身体動作の背景にある各国の文化・価値観を学ぶことによって，

伝統舞踊にみられる心身の関わりをより深く理解することがで

きるのではないでしょうか． 

最後に，本行事にご協力をいただいた皆様方，また，会場にお

越しいただいた皆様方に，心より感謝申し上げます． 

 
 

「講習会：光学式 3 次元動作解析 －モーションキャプチャ実践－」の報告 
瀬尾和哉（工学院大学） 

 
1.開催次第と概要 2.アンケート結果 

日時 2022 年 9 月 30 日（金） 10：30  ～ 16：30 

会場 
工学院大学新宿キャンパス 

28 階第一会議室 

参加者数  16 名（内，学生 9 名）＋5 名（関係者） 

次第 

10：30～10：35 開会 

10：35～11：15 研究例紹介    浅井武（筑波大学） 

11：15～12：00 DLT 法     瀬尾和哉（工学院大学） 

13：00～15：45 Vicon モーションキャプチャ実践   

原有心（インターリハ） 

1. 計測準備：キャリブレーション、データベース作成 

2. データ収録：モデル作成 or 既存モデルを用い

て、静止立位、基本動作の撮影 

3. データ解析：撮影したデータの解析 

 

15：45～15：50 まとめ 

15：50～16：30 相談会  春日隆行（フォーアシスト） 

概要 

本部門の講習会として，「光学式 3 次元動作解析 

－モーションキャプチャ実践－」を行いました．前日

の夕方からモーションキャプチャ用機材を搬入し，当

日は朝 10 時から開室しました． 

午前の一つ目：研究例紹介では，アンプティサッカー

選手のモーションキャプチャ例が紹介されました．午

前の 2 つ目：DLT 法では，モーションキャプチャの理

論が解説されました．午後は，モーションキャプチャ

の実践をしました．参加学生が歩行や投球動作等を

行い，データを取得し，解析例を示しました．質疑応

答の後，全体をまとめ，閉会としました． 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

  

図 当日の写真 
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【開催報告】シンポジウム:スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 2022(オンライン+現地開催)  

SHD2022 実行委員会実行委員長 山本 敬三(北翔大学) 
 

2022 年 11 月 3 日(木)および 5〜6 日(土日)の 3 日間，シンポジ

ウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 2022（SHD2022）
をオンライン（11 月 3 日）と北翔大学の現地開催（11 月 5〜6

日）で開催しましたのでご報告いたします．本シンポジウムの参

加者数は，一般 115 名（正員：90 名，特別員：2 名，会員外：

14 名，協賛学会会員：9 名）学生 68 名（学生員：64 名，一般

学生：2 名，協賛学会学生員：2 名）の計 183 名であった．こ

のうち，現地開催への参加者は 168 名であった．また，企業展示

の出展企業数は 9社であった． 

シンポジウムでは，特別講演 1 件，研究座談会 1 件，一般講

演発表 92件が行われた．特別講演では，北見工業大学の学長で

ある鈴木聡一朗先生より，「工学的アプローチによる競技力向上

を目指したスキー研究」と題し，これまでに実施してきたご本人

の研究を振り返り，工学的手法を用いたスキー選手の身体的特

徴に適合するスキーブーツに関わる研究，ならびに欧米人選手

と日本人選手の違いに着目したターン技術の分析結果について

ご講演いただいた（写真 1）． 

 
写真 1 特別講演の様子 

 
研究座談会では，山本敬三先生（北翔大学），坪倉 誠先生（神

戸大学, 理化学研究所）にご登壇いただき，スキージャンプの流

体解析をテーマに，両氏が 10 年以上にわたって共同で研究を

行ってきた成果についてお話いただいた． 
一般講演発表では，スポーツ工学，ヒューマンダイナミクスの

一般セッションとして，野球・ゴルフ・水泳・スキーなどの特定

の種目に関するセッションの他に，パラスポーツや傷害予防，日

常生活，およびセンシング技術，動作解析技術，スポーツ用具と

変形などの幅広いテーマを扱うセッションが設けられ，最新の

研究内容が報告された． 
大会 1 日目（11 月 3 日）のセッションは， Zoom のブレイク

アウトルームを使用してオンライン上で開催された．大会 2〜3

日目（11 月 5〜6 日）のセッションは，北翔大学で行われた．な

お，オンラインでの発表者には，情報交換の場として「11 月 3 日

発表者のためのアフターセッションディスカッション（60分）」

を設け，対面での質疑応答を依頼した．発表者と質問者の間で活

発な議論が行われた．このアフターセッションディスカッショ

ンの開催場所を機器展示スペースのとなりに設けることで，機

器展示ブースにも参加者の人の流れが作られるよう工夫した．

新型コロナウイルス感染予防の観点から懇親会は実施しなかっ

た．オンラインと対面開催が混在した変則的な開催方式であっ

たが，盛会裏に終了した．写真 2 は，表彰式の様子。 

 
写真 2 表彰式での表彰者の皆様 

 
  北翔大学の開催は 2020 年度の予定であったが，新型コロナウ

イルスの感染拡大の影響で，2020 年度，2021 年度はオンライン

開催となった．今年度は全日程，対面開催とはならなかったが，

久しぶりの対面での研究発表であったためか，参加者同士の積

極的な議論が行われた．また，大会 1 日目のオンライン発表にお

いても過去 2 年間の経験を踏まえて準備を進めた結果， 運営側
に起因するトラブルは特に起きず，無事にシンポジウムを終了

することができた.  
次年度のシンポジウム:スポーツ工学・ヒューマンダイナミク

ス 2023(SHD2023)は名城大学（名古屋）で開催予定であり，本年

と同様に研究発表・ 討論が活発に行われることを楽しみにして

おります．この場を借りて，協賛頂いた企業の皆様，実行委員の

皆様，座長・評価員をお務めいただいた皆様，参加いただいたす

べての皆様に心より感謝申し上げます． 
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【学生参加記】シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 2022 に参加して 
中西 凌雅（高知工科大学大学院 修士 2 年） 

 
2022 年 11 月 3 日（木）および 11 月 5～6 日（土日）の 3 日

間にわたり，日本機械学会シンポジウム：スポーツ工学・ヒュー

マンダイナミクス（SHD）2022 がオンラインと北翔大学（北海

道江別市）にてハイブリット開催されました．現地での開催は

3 年ぶりということもあり，11 月 3 日にオンライン開催された

開会式では現地での開催に向けて盛り上がりを感じました．  
私は，SHD に初めて参加させていただき，2 日目の「日常生

活と作業支援」のセッションにて「歩幅推定の精度向上のため

の脚部慣性センサの位置推定」というテーマで講演させていた

だきました．現地での発表でしたので，大勢の参加者の反応を

感じることができて充実した体験になりました． 

発表後のディスカッションでは，短い時間のなかで複数人の

方に質問およびアドバイスをいただき，発表に興味を抱いても

らえたことはうれしく，研究発表のやりがいを感じることがで

きました．発表後には，研究者の方々にお声かけいただき，他

大学・企業と交流する貴重な経験となりました．他大学の学生

の発表は完成度が高く，研究への熱意が感じられました．また，

他大学の学生の発表は刺激になり，自分の所属する大学だけで

はなく，他大学や企業を感じながら研究に向き合っていく決意

が持てました．研究内容が伝わると質疑応答も深い内容になる

ことが実感でき，今後の研究活動では理論の理解にも重きをお

いて取り組んでいきたいと思いました． 
今回の SHD では，現地開催ということでホールには多くの

企業が研究等に関する機器展示を行っていました．センサなど

の計測機器や例えばウェブカメラを用いた角度推定のようなア

プリケーションなど馴染み深いものから自分の研究では触れる

ことの少ない機器まで多くの展示がありました．完成度の高い

製品に触れることで企業や研究者の方々を尊敬し，研究に対す

る姿勢を見直すきっかけとなりました． 
2 日目の午後のセッションの間には，11 月 3 日のオンライン

発表に関するアフターセッションディスカッションの時間が設

けられていました．感染症対策のため食事を交えた交流は難し

いということもあり，ホールにて片手でつまめるようなお菓子

が用意されました．ホールのいたるところで参加者同士の活発

な交流が行われており，現地開催ならではの盛り上がりを感じ

ることができました． 

最後になりますが，今回の経験は今後の研究活動を進めてい

くうえで活かされると感じており，このような研究成果の発表，

研究者同士での交流ができる場を設けていただいたことに感謝

するとともに，今後も活発な交流と深い議論が行われることを

切に願っております．私も，研究の理解をさらに深めることが

できるように取り組みたいと思います． 

 
 

【開催案内】シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 2023 ご案内 
SHD2023 実行委員長 大島成通（名城大学） 

 
開催日：2023 年 11 月 10 日（金）～11 月 12 日（日） 
会 場：11 月 10 日＠オンライン, 11 月 11～12@名城大学（愛知

県名古屋市天白区塩釜口一丁目 501番地） 
主 催：（一社）日本機械学会 スポーツ工学・ヒューマンダイナ

ミクス（SHD）部門 
協 賛：バイオメカニズム学会，日本生体医工学会，日本感性工

学会，計測自動制御学会，精密工学会，日本スキー学会，自動車

技術会，日本スポーツ産業学会，日本体育・スポーツ・健康学会，

日本ゴルフ学会，日本バイオメカニクス学会，日本人間工学会，

日本臨床バイオメカニクス学会，国際スポーツ工学会，日本テニ

ス学会，日本音響学会，日本トライボロジー学会 
テーマ：スポーツ・レジャーを中心とした人間の余暇活動および

日常活動を安全・快適で豊かにすることを目的とした，スポーツ

やレジャーの用具・設備・施設・音響などのハードウエアとそれ

を利用する人間のダイナミクスおよび戦略・ソフトウェア・AI に

関連したスポーツ工学とヒューマンダイナミクスの研究報告を

募集します.多数の方のご発表，ご参加をお待ちしております． 
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OS・GS： 

OS：少子高齢化社会を支えるスポーツ・バイオ・ロボメカ技術： 
OS：スポーツ AI：戦略立案，採点評価，コーチング，コンディ

ション調整など 
OS：スポーツ音響：スポーツと音など 

GS：スポーツ工学:  
GS：ヒューマンダイナミクス： 

 
特別講演：（仮題）「革新的バイオ医療メカトロニクス最前線」 

講 師：金子 真 先生（名城大学）,ロボティクス・メカトロ

ニクス部門およびバイオエンジニアリング部門連係企画 

 

実行委員長：大島成通(名城大学)  
幹事：横田紘季(名城大学) 

委員：塚田敦史(名城大学),中島求(東京工業大学),仰木裕嗣(慶應義
塾大学),瀬尾和哉(工学院大学),湯川治敏(愛知大学),酒井忍(公立小

松大学),園部元康(高知工科大学),宮崎祐介(東京工業大学),倉元昭

季(東京工業大学) 

HP：https://www.jsme.or.jp/conference/shdconf23/index.html 
 

 

 

【開催案内】JSME2023年度年次大会「スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門」関連セッション・行事 
倉元 昭季（東京工業大学） 

 
開催日：2023 年 9 月 3 日（日）～6 日（水） 
会 場：東京都立大学 南大沢キャンパス 

主 催：（一社）日本機械学会 
大会キャッチフレーズ：「機械工学の英知を結集しゼロエミッ

ション社会を拓く」 
大会テーマ：「安全安心」「グリーン＆デジタル」「共生社会」 

 
○SHD関連セッション名およびオーガナイザー 

■S231 スポーツ工学：小池 関也（筑波大学），酒井 忍（公立
小松大学） 

■S232 ヒューマン・ダイナミクス：廣瀬 圭（久留米工業大学），

丸山 剛生（東京工業大学） 

■S233 スポーツ流体：瀬尾 和哉（工学院大学），伊藤 慎一郎

（工学院大学），中島 求（東京工業大学） 

■S234 スポーツ材料：村上 秀之（物質・材料研究機構）， 
松田 昭博（筑波大学） 

■S235 感性・癒し工学：加藤 千恵子（東洋大学），近藤 亜希
子（久留米工業大学），永森 正仁（長岡技術科学大学），

塩野谷 明（長岡技術科学大学） 
■S236 スポーツ・生体計測：酒井 忍（公立小松大学），廣瀬 

圭（久留米工業大学） 
■J023 傷害メカニズムと予防：宮崎 祐介（東京工業大学），

西本 哲也（日本大学），山本 創太（芝浦工業大学），

中楯 浩康（信州大学），田村 篤敬（鳥取大学） 

■J181 交通・物流機械の自動運転：高田 博（東京理科大学），

中野 公彦（東京大学），西村 秀和（慶應義塾大学），

高田 一（中部大学），綿貫 啓一（埼玉大学），ポンサ

トーン ラクシンチャラーンサク（東京農工大学）， 

林 隆三（東京理科大学） 
 

○特別企画：9 月 5 日 9:00～10:00（調整中） 
「マーカーレスモーションキャプチャによる運動解析の最新動

向」 
司会者：山本 敬三（北翔大学） 

講 師：Marcus Brown（Theia markerless社） 
内 容：マーカレスモーションキャプチャアプリ(Theia3D)は，

標準的なビデオカメラの二次元データを使用して，身体の三次

元の姿勢推定する機械学習ベースの計測システムです．Theia3D

では実験室内での使用に限定されることなく，実際の環境下で

の計測が可能です.この技術によって,対象者の運動を妨げるこ

となく,短時間に多くのデータを取得することが可能になります.
このフォーラムでは,Theia3D の原理や計測方法,その精度検証な

どについてお話いたします

 

 
【お知らせ】スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門の活動内容・研究会について  

 

SHD 部門ホームページ（http://www.jsme.or.jp/shd/）を御覧くださ

い．トップページから「活動内容」タブをクリックしていただく

と，活動内容の詳細をご確認いただけます． SHD 部門では，部

門所属の研究会のご提案を募集しております．スポーツ工学，

ヒューマンダイナミクス関連テーマで，研究会を組織して研究

を進める計画がある方は応募をご検討ください．採択されれば，

研究会の運営に対して費用が補助されます．上記ページから募

集要項・設置申請書類をご確認ください． 
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【お知らせ】スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門登録のお願い 

 

日本機械学会は 1988 年より部門制に移行して，現在は 22 の
部門があります．SHD はその中でも一番若い部門です．これま

で本部門の大きな課題の 1 つでありました，新設部門から通常

の部門への移行につきましては，機械学会新部門制への移行の

なか，S2 のクラス分けの新規分野というカテゴリを頂き，通常

部門として認め頂きました．しかし通常の部門とはいえ，これま

での「1.部門登録者（第 1 位から第 5 位）が 1000 名以上とな

ること，2.新規獲得会員が 200 名以上となること」という 2 つ

の課題は，達成に向け継続していきたいと考えております．また

部門の登録は 5 つまで認められておりますが，1～3 位の登録者

数が非常に重要となりますので，当部門にご興味をお持ちの方

には是非とも 1～3 位に登録をお願いいたします．なお，部門の

登録には手続きが必要です．日本機械学会のホームページ

（http://www.jsme.or.jp/）の「会員専用ページ」から「会員情報管

理」に進み，「部門登録」タブをクリックすると，部門登録を確

認・修正することができます．お手数をお掛けしますが，何卒よ

ろしくお願いいたします． 

 
 

 
一般社団法人 日本機械学会 スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門 第 101期（2023 年度）運営委員 

 
部門長 

中島 求（東京工業大学）  

副部門長 兼 研究・技術委員長 
瀬尾 和哉（工学院大学） 

幹事 
倉元 昭季（東京工業大学）  

総務委員長  
仰木 裕嗣（慶應義塾大学）  

企画委員長  
廣瀬 圭（久留米工業大学）  

表彰委員長  
酒井 忍（公立小松大学） 

広報委員長  
宮崎 祐介（東京工業大学）  

出版・編集委員長  
南後 淳（山形大学）  

国際交流委員長  
松田 昭博（筑波大学） 

高専連携委員長  
中島 賢治（佐世保工業高等専門学校）  

産学連携委員長 
大貫 正秀（住友ゴム工業株式会社）  

女性・若手研究者育成委員長  
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